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1． はじめに 

スタッド端部をビス接合により簡易にランナーへビス

留めした比較実験の結果について、その１で報告を行っ

た。その２ではスタッド端部をランナーへビス接合した

効果を、回転剛性として評価した時の面外変位への補強

効果について報告する。 

2． 回転剛性 Kの導出 

図 1 に示す、両端補強梁に中央集中加力した場合を例に

解析方法を述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端部回転剛性 K を表記単純化のため 

 ＝β×EI/L 
と書く。  

M0= θ 

（8）式より、（5）式さらに（1）、（3）式を代入し（7）

を用いて M0 を求めると 

 

が求まる。補強による中央変位低減効果は（6）式を参考

にすると（4）式で与えられる。 

 

 

スタッド中央の変位に注目すると、（6）で与えられる補

強時の変位を dβとすれば、無補強時の剛性（K0）に対す

る補強時の剛性（Kβ）の比（ζ）は 

 

 

 

 

 

 

で与えられる。実験結果から求められるζを用いて、β

が求まり（7）式より K が求まる。 

同様の手続きで片側補強の場合、さらに均等分布加力

の場合の補強効果を求めることが出来る。 

 その 1 にて、実験結果より算出した剛性値を用いて、65

形および 100 形の片側補強・両側補強の補強時剛性比ζ、

端部補強回転ばね剛性比β、端部回転剛性 K を表 1 に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

また、65 形および 100 形の片側補強・両側補強に対し

て、中央集中加力・均等分布加力の補強効果 r を表 2（a）

（b）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽量鉄骨下地 間仕切壁 非構造部材 

ランナー スタッド 静的加力実験 
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（a）単純梁に中央集中加力 

（b）補強効果の反力モーメント 

（c） (a)+(b)の和 

図 1 各種条件による端部回転角と中央変位 
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表 1 中央加力実験の分析（スタッド 3本） 

表 2（a）中央集中加力・均等分布加力の効果（65 形） 
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3． 面外変位の低減効果の評価 

ビス接合による補強効果を、補強効果による変位量 dβ

を補強が無い場合の変位量 d0 で除した数値で評価し、こ

れを縦軸に、横軸にβとしたグラフを図 2 に示す。図 2 に

補強がない場合の変位量を 100％とした時の実験結果から

得られた中央変位量割合は以下程度となる。 

65 形： 片側補強 94％、両側補強 89％ 

100 形：片側補強 96％、両側補強 87％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

またビス接合による補強効果を、補強効果による変位

減少量 dm を両端固定の変位減少量 dm∞で除した数値で評

価し、これを縦軸に、横軸にβとしたグラフを図 3 に示す。

図 3 より両端固定の変位減少量を 100％とした時の実験結

果から得られた補強効果は、以下程度となる。 

65 形： 片側補強 10.9％、両側補強 14.9％ 

100 形：片側補強 7.5％、両側補強 17.5％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4． スタッドの断面二次モーメント Iについて 

 無補強時の実験値をたわみ式（PL /  EI）に代入し、ヤ

ング率（E）を 205000N/mm2 として、スタッド 1 本あたり

のＩを算出した。これをスタッドの断面形状より計算し

た断面二次モーメントの数値と比較した結果を表 4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

スタッドの断面積より算出した断面二次モーメントの数

値と試験値が近似することを確認した。 

5．まとめ 

その 1にて確認した実験値より、回転剛性 Kをスタッドの

曲げ剛性（EI/L）に対する比として求めることで、以下の

知見を得た。 

中央集中加力の実験結果から均等分布加力の補強効果

を算出すると JIS65 形の場合、片側補強 6.56%、両側補強

11.96%、JIS100 形の場合、片側補強 4.48%、両側補強

14.03%、程度であった。これ以上の補強効果を求める場

合は、簡易にスタッドをランナーにビス留めする方法に

替えて何らかの本格的な補強が必要になる事が分かった 

 

図 3 スタッド端部補強効果 中央変位減少分比 

図 2 スタッド端部補強効果 中央変位比 

表 2（b）中央集中加力・均等分布加力の効果（100 形） 

表 3 断面二次モーメントの比較 
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